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３月定例会の議案質疑等の内容
※ ３月定例会（２月27日から３月18日まで開催）では、市長提出議案58件のほか、議員提出議
案３件を審議しました。27年度予算に関わる質疑、討論の主な内容は下記のとおりです。（27
年度予算以外の各議案についての質疑、討論については４～６ページに掲載しています。）

　
　

総
務
費
が
１
・
３
％
増
、

教
育
費
が
３
・
１
％
減
と

な
っ
て
い
る
主
要
原
因
は
。

　
　

総
務
費
１
・
３
％
の
増

額
は
庁
舎
建
設
費
の
増
額
に

よ
る
も
の
。教
育
費
３
・
１
％

の
減
額
は
、
26
年
度
を
も
っ

て
学
校
耐
震
工
事
が
終
了
し

た
こ
と
に
よ
る
。

　
　

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
の
改
修
内
容
は
。

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

対
応
す
る
た
め
財
務
会
計
の

シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
。

　
　

Ｆ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
保
守
委

託
料
に
つ
い
て
、
固
定
資
産

台
帳
は
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

固
定
資
産
台
帳
は
整
備

さ
れ
て
い
る
が
最
低
限
度
の

情
報
で
あ
る
た
め
、
施
設
の

改
修
履
歴
や
維
持
管
理
費
用
、

修
繕
予
定
等
、
今
後
の
管
理

に
必
要
と
な
る
デ
ー
タ
を
集

約
し
た
個
別
の
施
設
台
帳
を

作
る
た
め
に
Ｆ
Ｍ
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
。

　
　

消
防
団
詰
所
新
築
工
事

の
場
所
は
。
今
後
の
予
定
は
。

　
　

消
防
団
詰
所
新
築
工
事

に
つ
い
て
は
、
建
築
経
過
年

数
や
老
朽
化
の
度
合
い
等
を

加
味
し
、
建
て
替
え
を
行
っ

て
い
る
。
27
年
度
は
下
郷
地

区
の
消
防
団
詰
所
の
新
築
を

予
定
し
て
い
る
。
28
年
度
以

降
の
予
定
は
建
設
後
36
年
が

経
過
し
て
い
る
上
野
町
、
上

久
那
と
な
る
が
両
分
隊
と
も

地
域
の
公
会
堂
や
集
会
場
と

の
合
築
の
た
め
、
現
在
建
築

計
画
を
調
整
中
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
36
年
が
経
過
し
て

い
る
別
所
地
区
の
消
防
団
詰

所
も
含
め
て
27
年
度
予
算
に

計
上
し
て
い
る
。
設
計
委
託

を
発
注
す
る
ま
で
に
は
決
定

し
て
い
き
た
い
。

　
　
「
地
域
乗
合
バ
ス
路
線

確
保
対
策
費
事
業
補
助
金
」、

「
お
出
か
け
楽
々
バ
ス
運
行

補
助
金
」
の
補
助
先
は
。
事

業
の
運
行
状
況
、
運
転
従
事

者
等
の
労
働
条
件
・
環
境
の

実
態
把
握
は
。

　
　

補
助
先
は
西
武
観
光
バ

ス
株
式
会
社
。
運
行
に
係
わ

る
赤
字
額
を
補
助
対
象
額
と

し
て
い
る
。

　

地
域
乗
合
バ
ス
は
定
峰
線
、

三
沢
線
、
三
峰
口
線
、
中
津

川
線
、
秩
父
吉
田
線
の
５
路

線
が
対
象
。
お
出
か
け
楽
々

バ
ス
は
原
谷
線
と
久
那
線
の

２
路
線
が
対
象
。
年
間
・
月

ご
と
の
実
績
報
告
に
よ
り
運

行
状
況
を
確
認
。
県
補
助
金

も
含
ま
れ
る
た
め
、
経
常
費

用
・
収
益
の
確
認
検
査
を
県

と
市
合
同
で
実
施
。
労
働
基

準
法
や
安
全
性
の
基
準
を
遵

守
、
親
会
社
の
就
業
規
則
を

基
本
と
し
て
い
る
の
で
、
適

切
な
待
遇
・
安
全
運
行
が
出

来
る
環
境
で
あ
る
と
理
解
し

て
い
る
。

　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
事
業
の
工
事
請
負
費
２

千
万
円
の
工
事
内
容
は
。

　
　

歴
史
文
化
伝
承
館
３
階

の
南
に
面
し
た
壁
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
（
10
ｋ
Ｗ
）
を
設
置

し
、
合
わ
せ
て
蓄
電
池
（
15

ｋ
Ｗ
）
を
備
え
、
災
害
時
の

停
電
時
で
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
復
旧
す
る
ま
で
の
間
、
電

力
の
一
部
を
確
保
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
年
間
の
発
電
量

は
（
約
９
千
ｋ
Ｗ
）
を
予
定
。

平
常
時
は
省
エ
ネ
に
役
立
つ
。

　
　

木
材
活
用
推
進
事
業
の

委
託
料
の
事
業
内
容
は
。

　
　

赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
祝

と
し
て
、
秩
父
産
木
材
で
制

作
し
た
お
も
ち
ゃ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー

ト
」、
木
育
の
周
知
を
図
る

「
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
」の
活
動
、

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
失
効
ポ

イ
ン
ト
を
事
業
実
施
の
財
源

と
し
て
活
用
す
る
「
ポ
イ
ン

ト
サ
ー
ビ
ス
」
等
を
実
施
の

予
定
。

　
　

お
花
畑
通
線
街
路
整
備

事
業
・
中
央
通
線
街
路
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

お
花
畑
通
線
街
路
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
札
所
13

番
慈
眼
寺
交
差
点
か
ら
地
方

庁
舎
北
交
差
点
ま
で
の
約
２

６
０
ｍ
の
区
間
を
幅
員
16
ｍ

の
都
市
計
画
道
路
と
し
て
い

る
。
用
地
取
得
率
は
約
68
％

で
あ
り
、
今
後
、
早
期
の
完

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　

中
央
通
線
街
路
整
備
事
業

の
現
在
の
用
地
取
得
率
は
約

64
％
で
あ
る
。
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
は
現
在
の
事

業
計
画
期
間
が
29
年
度
末
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

水
道
多
量
使
用
事
業
補

助
金
の
詳
細
は
。

　
　

事
業
所
や
生
産
ラ
イ
ン

の
市
外
移
転
の
防
止
、
企
業

の
経
営
基
盤
の
安
定
と
雇
用

の
確
保
を
図
る
た
め
製
造
業

に
限
定
し
て
い
た
製
造
業
水

道
料
金
補
助
制
度
に
つ
い
て
、

補
助
対
象
業
種
を
全
て
の
業

種
に
拡
大
し
、
基
準
と
な
る

年
間
の
使
用
水
量
に
つ
い
て

１
万
２
千
㎥
か
ら
４
千
㎥
へ

と
引
き
下
げ
た
。
25
年
度
決

算
で
は
８
事
業
所
が
対
象
で

あ
っ
た
が
、
新
制
度
で
は
大

幅
に
拡
大
し
、
約
70
社
が
対

象
な
る
見
込
み
。

　
　

障
が
い
者
相
談
援
助
事

業
の
予
算
増
額
の
理
由
は
。

　
　

成
年
後
見
制
度
の
適
用

を
受
け
る
障
が
い
者
の
方
が

生
活
困
窮
で
あ
る
場
合
に
、

そ
の
費
用
を
支
給
す
る
も
の

で
あ
る
。
成
年
後
見
制
度
を

利
用
す
る
方
は
年
々
増
え
て

い
る
が
、
27
年
度
は
こ
の
対

象
と
な
る
３
名
分
の
支
給
額

相
当
分
と
な
る
。

　
　

不
妊
治
療
費
助
成
金
の

制
度
内
容
と
過
去
の
実
績
は
。

　
　

秩
父
市
ゆ
り
か
ご
支
援

事
業
実
施
要
綱
に
よ
り
、
不

妊
治
療
を
行
う
夫
婦
に
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
為
に
医

療
保
険
適
用
外
の
支
払
い
の

一
部
を
支
給
す
る
も
の
で
、

過
去
の
実
績
に
つ
い
て
は
５

年
間
で
、
１
４
０
件
の
申
請

が
あ
っ
た
。

　
　

生
活
保
護
費
支
給
事
業

の
対
象
世
帯
数
と
人
数
は
。

ま
た
、
介
護
扶
助
費
が
26
年

度
に
比
べ
、
増
額
と
な
っ
て

い
る
背
景
は
。

　
　

５
４
２
世
帯
、
７
４
６

人
と
な
っ
て
い
る
。
介
護
扶

（吉田総合支所３階）
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助
費
に
つ
い
て
は
受
給
者
の

高
齢
化
、
重
度
化
な
ど
利
用

料
の
増
加
に
よ
る
。

　
　

生
活
困
窮
者
支
援
事
業

の
事
業
内
容
は
。

　
　

県
の
事
業
と
し
て
生
活

保
護
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
教

育
支
援
、
生
活
保
護
受
給
者

へ
の
就
労
支
援
、
住
居
の
な

い
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
住

宅
支
援
の
３
本
柱
で
構
成
し

て
い
る
。
な
お
新
た
に
27
年

度
よ
り
生
活
保
護
に
至
る
前

の
段
階
で
の
生
活
困
窮
者
を

対
象
と
し
「
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
」
が
施
行
さ
れ
る
。

　
　

高
齢
者
保
護
措
置
事
業

の
老
人
保
護
措
置
委
託
料
の

内
容
は
。

　
　

老
人
福
祉
法
に
よ
り
養

護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
の
一

般
事
務
費
や
生
活
費
な
ど
市

が
支
払
う
も
の
で
、
長
寿
荘
、

小
鹿
野
町
の
秩
父
荘
お
よ
び

熊
谷
の
ひ
と
み
園
へ
委
託
料

を
支
払
っ
て
い
る
。

　
　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
の
委
託
料
は
い
く
ら
か
。

ま
た
個
別
通
知
の
考
え
は
。

　
　

委
託
料
は
７
２
４
万
円

で
あ
る
。
26
年
10
月
よ
り
定

期
予
防
接
種
と
な
っ
た
。
個

別
通
知
に
つ
い
て
は
検
討
す

る
。

　
　

保
育
所
・
保
育
園
保
護

者
負
担
金
が
約
19
％
減
少
し

て
い
る
が
、
こ
の
背
景
は
。

　
　

子
ど
も
子
育
て
新
制
度

移
行
に
よ
っ
て
民
間
保
育
園

に
通
う
児
童
の
負
担
金
は
従

来
の
負
担
金
、
市
立
保
育
所

に
通
う
児
童
の
利
用
者
負
担

金
は
使
用
料
と
な
り
、
保
育

所
・
保
育
園
保
護
者
負
担
金

額
に
差
が
生
じ
た
事
に
よ
る
。

　
　

セ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
現
在
モ
デ
ル
校
が

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後

他
の
学
校
に
つ
い
て
は
。

　
　

他
校
の
認
証
は
考
え
て

い
な
い
。
モ
デ
ル
校
の
推
進

的
な
取
り
組
み
を
各
校
に
広

め
て
い
く
。

　
　

学
校
設
備
の
太
陽
光
発

電
は
、
教
育
設
備
と
し
て
売

電
等
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

尾
田
蒔
小
学
校
太
陽
光
発
電

設
置
事
業
は
ど
う
か
。

　
　

防
災
拠
点
の
避
難
所
と

し
て
使
用
す
る
も
の
で
、
今

回
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

は
必
要
最
小
限
度
の
発
電
量

で
あ
り
、
余
剰
電
力
を
売
電

す
る
設
備
で
は
な
い
。

　
　

資
料
館
の
運
営
は
、
Ｆ

Ｍ
推
進
の
観
点
か
ら
、
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　

現
在
、
資
料
館
は
荒
川
、

大
滝
、
浦
山
の
歴
史
民
俗
資

料
館
の
３
館
、
自
然
系
の
武

甲
山
資
料
館
の
計
４
館
で
あ

り
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
建

物
の
老
朽
化
に
伴
う
経
費
や

利
用
状
況
、
貯
蔵
資
料
の
保

管
場
所
な
ど
を
検
討
し
た
上

で
施
設
の
統
合
を
視
野
に
入

れ
て
再
配
置
計
画
を
作
成
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

新
年
度
予
算
は
最
も
配
慮

を
必
要
と
す
る
生
活
弱
者
や

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

対
し
て
の
配
慮
に
欠
け
て
い

る
。
民
生
費
が
昨
年
度
比
１

億
２
千
万
円
余
り
減
額
。
一

人
当
た
り
２
千
円
と
し
て
い

た
敬
老
会
補
助
金
を
１
千
５

百
円
に
引
き
下
げ
る
内
容
が

含
ま
れ
て
い
る
。
教
育
費
は

８
億
６
８
９
０
万
円
の
大
幅

な
減
額
。
学
校
耐
震
対
策
が

終
わ
り
、
学
校
建
設
費
支
出

が
無
く
な
っ
た
事
に
よ
る
と

説
明
さ
れ
た
が
、
学
校
建
設

費
を
除
外
し
て
比
較
し
て
も
、

22
年
度
以
前
の
水
準
に
戻
っ

て
い
な
い
。
エ
ア
コ
ン
設
置

を
出
来
る
だ
け
早
く
格
差
を

つ
け
ず
に
進
め
る
よ
う
予
算

化
す
べ
き
。

　

市
役
所
本
庁
舎
及
び
市
民

会
館
建
設
に
関
す
る
予
算
が

含
ま
れ
て
お
り
、
建
設
規
模
、

市
と
市
民
と
の
合
意
形
成
の

不
足
、
ス
ラ
イ
ド
条
項
に
よ

る
予
算
増
額
の
懸
念
か
ら
、

当
計
画
に
反
対
で
あ
る
た
め
、

予
算
案
に
反
対
す
る
。

　

厳
し
い
経
済
環
境
の
な
か

で
、「
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
」
を
狙
っ
た
予
算
編

成
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
の

付
託
に
十
分
こ
た
え
ら
れ
る

予
算
で
あ
る
た
め
賛
成
す
る
。

　
　

在
宅
医
療
・
介
護
連
携

推
進
事
業
と
生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
の
両
事
業
の
内
容

お
よ
び
、
今
後
の
進
め
方
は
。

　
　

在
宅
医
療
・
介
護
連
携

推
進
事
業
は
包
括
支
援
シ
ス

テ
ム
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ

の
事
業
は
医
師
会
等
と
共
同

し
て
在
宅
医
療
の
提
供
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
や
、
医
療

機
関
か
ら
の
退
院
支
援
、
そ

の
後
の
在
宅
医
療
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

連
携
を
目
指
し
、
医
療
関
係

職
や
介
護
関
係
職
な
ど
他
職

種
が
連
携
し
た
在
宅
医
療
・

介
護
を
一
体
的
に
提
供
で
き

る
体
制
の
構
築
を
推
進
す
る

も
の
で
あ
る
。
今
後
の
進
め

方
と
し
て
、
27
年
度
は
秩
父

地
域
の
医
療
機
関
や
介
護
事

業
者
を
リ
ス
ト
化
し
た
冊
子

の
作
成
。
ま
た
、
医
療
介
護

関
係
者
研
修
を
予
定
し
て
い

る
。

　

次
に
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
は
単
身
高
齢
者
や
高
齢

者
世
帯
な
ど
の
在
宅
高
齢
者

を
支
援
す
る
た
め
に
地
域
住

民
の
力
や
、
元
気
な
高
齢
者

を
活
用
し
た
多
様
な
生
活
支

援
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

体
制
を
整
備
、
推
進
す
る
も

の
で
あ
る
。
27
年
度
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
サ
ロ
ン
活
動
な

ど
市
の
社
会
資
源
な
ど
高
齢

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
サ
ー

ビ
ス
を
研
究
す
る
協
議
体
と

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
、

研
修
会
の
受
講
を
計
画
し
て

い
る
。

　

介
護
報
酬
引
き
下
げ
に
対

す
る
反
対
が
あ
っ
た
。
介
護

報
酬
は
利
用
料
や
保
険
料
に

直
結
。
介
護
報
酬
２
・
27
％

の
マ
イ
ナ
ス
改
定
で
保
険

料
が
抑
制
さ
れ
、
利
用
者

の
負
担
軽
減
に
な
っ
て
い

る
。
介
護
職
員
の
給
与
に
つ

い
て
は
、
１
人
あ
た
り
月
額

１
万
２
千
円
程
度
の
加
算
が

実
現
で
き
る
と
い
う
。「
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
を

め
ざ
し
、
医
療
と
介
護
が
連

携
し
て
「
ち
ち
ぶ
版
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

を
進
め
よ
う
と
す
る
大
事
な

予
算
。
限
ら
れ
た
財
源
を
、

介
護
の
必
要
度
の
高
い
人
に

使
え
る
よ
う
給
付
の
重
点
化

を
は
か
り
、
高
齢
者
の
元
気

力
を
維
持
す
る
た
め
地
域
支

援
事
業
の
充
実
を
図
る
こ
と

は
重
要
。
安
心
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
た
め
の

予
算
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

　

介
護
施
設
か
ら
の
追
い
出

し
と
軽
度
者
か
ら
の
サ
ー
ビ

ス
取
り
上
げ
が
続
き
大
き
な

問
題
だ
。
今
日
の
介
護
保
険

制
度
は
介
護
の
必
要
性
で
は

な
く
、
い
く
ら
払
え
る
か
と

い
う
支
払
い
能
力
に
よ
り
受

け
る
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
反
対

す
る
。

３月定例会本会議の様子
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